
2019年11月から12月にかけて５つの学会でブースを出展しました。それぞれ多数
の方にお立ち寄りいただき、NCBNバイオバンクの説明やカタログデータベースを紹
介することができました。来場者からは、バイオバンク試料の種類や利用申請方法に
ついてのご質問や、来場者の研究に必要な情報や試料、どのようにしたら利用しや
すくなるかなどのご意見も多くいただきました。バイオバンク試料をより広くご活用い
ただくために、皆様からのご意見を今後の活動に生かしていきたいと思います。 
2020年度も多数の学会でブース出展を予定しております。NCBNの詳しい内容を
知りたい方はぜひお立ち寄りください。

学会ブース出展実績
11月 6日～ 9日 日本人類遺伝学会 第64回大会（長崎）
11月 7日～ 9日 第38回 日本認知症学会学術集会（東京）
11月 21日～ 24日 第66回 日本臨床検査医学会学術集会（岡山）
12月 3日～ 6日 第42回 日本分子生物学会年会（福岡）
12月 4日～ 6日 第40回 日本臨床薬理学会学術総会（東京）
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2018年度から、NCBNはAMEDが行っている「ゲノム研究プラットフォーム利活用システム事業」に、東北メディカル・メガバ
ンク（ToMMo）、バイオバンク・ジャパン（BBJ）とともに参画し、ゲノム研究を支えるバイオリソース利活用を推進している。その
目標の1つとして、バイオバンク横断検索システムの構築と運用があり、2019年10月に初版がリリースされた。これにより、上記三
大バンクに加えて、岡山大学、京都大学、東京医科歯科大学、筑波大学のデータの検索が可能となった。10月28日に、AMED、
三大バンクの代表者などが集まって、記者説明会を行った（https://www.amed.go.jp/news/release_20191028-01.html）。
本システムは、具体的には、対象者295,648人、DNA・血液など654,552の試料、SNPアレイなど198,968の解析情報をワ

ンストップで検索でき、このようなシステムは欧米にも存在していない。種々の疾患領域のバイオリソースを有するNCBNは本
システム構築に大きく貢献している。今後は、採取から保存までの時間、保存温度とその期間などの試料に関する情報を付随
させることで、ゲノム研究を含むオミックス研究にも活用しやすいバンク情報を第2版として提供する予定になっている。
本事業では、利活用を推進するために必要な手続き（提供手続き、倫理手続き、契約手続き）について、できるだけ共通化

を図ることを意図した研究グループも組織されており、NCBNは、これまで進めてきた利活用に関するプラットフォーム作成の
経験を十分生かしながら、その作業の中核として活動することが求められている。
一方で、NCBNが有している中央バンクDBと各NCがもつDBの役割分担を明確にすることが必要になっており、これらの点

は今後進められる6NC横断事業の中で検討することにしている。NCBNの強みは詳細な臨床情報と多種類の試料を有している
ことであり、この点をしっかり守りながらバイオバンク事業を発展させ、臨床研究の推進を図ることが重要である。

5つの学会にブースを出展

　ナショナルセンター・バイオバンクネットワーク（NCBN）は、6つの国立
高度専門医療研究センター（NC）が「新たな医の創造」に向けて個々の
疾患専門性を尊重しつつ、ネットワーク型・連邦型の組織形態で運営す
るバイオバンク事業です。

　NCBNの活動にご理解、ご賛同いただきましてありがとうございます。患者さまのご協力により、主な生体試料の種類（血清・
血漿・DNA・RNA・固形組織・髄液・病理組織など）を網羅しつつ下表のICD-10コード分類に沿う形で登録試料を検索できる
ようになっています。試料登録数の合計は、259,696件（2019年9月30日）から268,377件（2019年12月31日）へと着実に増え
ています。統計はつねに更新しており、最新の数値はNCBNウェブサイト（http://www2.ncbiobank.org/Search/Search_）
でご確認いただけます。

NCBN中央バイオバンク事務局

Tel:03-5273-6891
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バイオバンク横断検索システム（初版）の運用開始
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第5巻第4号をお届けします。バックナンバーは以下からご
覧ください。スマホの場合は、右下にあるNCBNトップペー
ジのQRコードをご利用になり、メニューからニュースレター
をお選びください。

スマホでのご利用はこちらから→

スマホからも、カタログデータベースの
情報の確認・検索ができます。

国立精神・神経医療研究センター　後藤 雄一

バイオバンク横断検索
システム（初版）の概要
NCBNの6つのNC、東北
メディカル・メガバンク、バ
イオバンク・ジャパン、岡山
大学、京都大学、東京医
科歯科大学、筑波大学の
12バイオバンクを横断検
索できる。

日本分子生物学会への出展風景



　

　NCBNに参画する6つの国立高
度専門医療研究センター（NC）の
バイオバンクの特徴をご紹介するシ
リーズの6回目として、「感染症・アレ
ルギー疾患」を取り上げます。2019
年12月時点での、各NCの感染症・
アレルギー疾患（感染症はICD-10
分類、アレルギー疾患は共通問診
票による）の登録者数（併存病名に
よる登録も含む）は表の通りです。こ
の表に基づいて、感染症・アレル
ギー疾患についての各NCの診療・
研究活動を、質問への回答という形
でご紹介します。

がん診療を行う中で合併症として感染症やアレルギーの診療にあたっていますが、感染症やアレルギー疾患のみの患者
受け入れはなく、専門の診療科もありません。
能動的な試料収集はしておりません。診療情報から合併症としてカウントした感染症・アレルギー疾患の発生数は、表の
通りです。
特にありません。
　 保有していません。

脳血管障害と心臓血管病の専門的治療と研究を行っており、感染症・アレルギーに特化した診療科はありません。
循環器疾患（心筋梗塞や脳卒中）の重症例の診療を多数行っており、造影剤を含む種々の薬剤等のアレルギー情報
を有しています。
感染症・アレルギーの生じた経過についての情報は有していますが、データの準備にはお時間をいただきます。
　 保有していません。

Feature

特集：バイオバンクにおける感染症・アレルギー疾患の収集状況

国立循環器病研究センター（NCVC）

国立精神・神経医療研究センター（NCNP）

　 当センターには感染症・アレルギーの診療科がなく、今のところ積極的には収集しておりません。共通問診票で聴取
したアレルギーの有無の情報を利用して、これまでに「花粉症のない健常対照者」の試料、抗てんかん薬等の薬剤アレ
ルギーの試料を提供したことがあります。

当センターは、「国際的に重要な疾病の制御に係る調査研究」を中心的な使命の一つとして掲げ、エイズ、結核、マラリ
ア、肝炎などの感染症の生物学的、社会学的要因の解析と、それらの制御を目指した様々な研究アプローチを行ってい
ます。
　 NCGM国府台病院のバイオバンクでは、全国から訪れるウイルス性肝炎の患者さんを対象に、経時的な採血を行
い、検体を保管しています。これらの検体は、治療効果や病態進展を調べるための検査キット（保険収載）や、ウイルスの
検出キット（開発中）の開発に利用されています。また、消化器疾患については、内視鏡検査を受けた人を中心に検体を
収集し、確実な臨床データを付随させています。
　エイズ治療・研究開発センター（ACC）では、1997年の開設以来、HIV感染者の血液由来検体を収集・保存してお
り、それらは、薬剤耐性HIVの検出や抗HIV薬の薬物動態解析などの臨床研究と、ワクチン開発を目指した基礎的研究
に用いられています。また、全国レベルの薬剤耐性HIV調査ネットワークに参加しており、未治療HIV感染者に検出され
る薬剤耐性HIVの割合を調査しています。
　国際感染症センター（DCC）では、デング熱やマラリアといった輸入感染症を中心にバイオバンクへの登録を行って
います。そのほかにも、診療科横断的な感染症および輸入感染症・一般感染症、渡航者の渡航前から帰国後までの健
康管理、新興・再興感染症の診断・治療、薬剤耐性（AMR）の研究に関心がありましたら、お問い合わせください。
　 詳細はお問い合わせください。

小児の感染症にはすべての診療科で対応にあたっていますが、中でも専門医の診療を要する患者は年間900-1000人
にのぼります。年間約3万人の救急外来患者の約3分の1の主訴は発熱であり、入院患者も、RSウイルス感染症が年間
250-300人、インフルエンザが30-50人など多数あります。
　アレルギーセンターでは、小児のアトピー性皮膚炎、気管支喘息、アレルギー性鼻結膜炎、食物アレルギー、消化管ア
レルギー（食物アレルギーの一種で新生児期・乳児期に多く、嘔吐・血便・下痢などを起こす）など、月間1000人以上の
外来患者と年間1000人以上の入院患者を受け入れています。また、コホート研究や発症予防研究も行っています。
バイオバンク検体ではありませんが、重症感染症患者からの分離菌（血液培養・髄液培養）が約1500件、検体からの抽
出核酸が約1500件ストックされており、共同研究等により提供可能です。アレルギーについては、標準治療では寛解導
入できない難治例を中心に、正確な診断と結びついた検体の採取を心がけています。
上記の感染症検体に付随する記録は電子カルテよりアクセス可能で、一部はデータベース化されています。アレルギー
に関しては、ImmunoCAPによる抗原特異的IgE抗体価を基本的に全患者で測定しているほか、食物アレルギーでは、
経口負荷試験に基づく正確な診断、アトピー性皮膚炎ではUK working partyの診断基準に基づく診断とEASIや
POEMによる重症度評価、気管支喘息ではスパイログラムと呼気NOの定期的測定等、国際標準としてのアウトカム評
価変数を収集しています。 
　 保有しています。

当センターでは、感染制御認定医師・感染管理認定看護師・細菌検査担当臨床検査技師・薬剤師からなる感染管理
チーム（ICT）が病院感染対策の実務を担当しています。また、抗菌薬適正使用支援チーム（AST）が抗菌薬適正使用
の支援活動を行っています。一方、「高齢者における新興・再興感染症、インフルエンザ等に関する研究」として高齢者
に多い耐性菌対策に関する研究を遂行しています。ちなみに2018年度の当センターにおける感染症患者の月間平均受
診者数は約600人でした。
おもに認知症や高齢期の運動器疾患の併存疾患としてのものです。
感染症・アレルギー疾患の試料に付随する医療情報は限定的です。
　 保有していません。

国立長寿医療研究センター（NCGG）

国立成育医療研究センター（NCCHD）

国立国際医療研究センター（NCGM）
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NCGGNCCHDNCGMNCNPNCVCNCC共通問診票

腸管感染症（A00－A09）

結核（A15－A19）

ウイルス性肝炎（B15－B19）

ヒト免疫不全ウイルス［HIV］病（B20－B24）

真菌症（B35－B49）

その他の感染症

有害作用（アレルギー、アナフィラキシーを含む）

NCGG

33

9

28

0

135

196

2

NCCHD

3

0

0

0

0

2

1

NCGM

51

70

746

1,905

87

420

17

NCNP

2

3

9

1

1

42

1,281

NCVC

36

169

268

1

51

414

152

NCC登録病名（副病名を含む）

45

11

288

0

57

275

255

アレルギーあり

喘息
湿疹
蕁麻疹
アトピー
花粉症
その他

薬剤アレルギーあり

食物アレルギーあり

525 
1 
0
0
2 

49 
32 

343 

144 

446 
57 
29 
72 
85 

306 
76 
80 

88 

1,075 
185 
140 
186 
62 

557 
147 
378 

224 

1,686 
121 
295 
111 
136 
909 
679 
508 

379 

4,424 
411 
407 
560 
350 

2,165 
690 

1,129 

727 

1,233 
906 

7 
14 
7 

63 
43 

376 

253 

2019/12/23現在

国立がん研究センター（NCC）

各NCへの質問事項

NCとしての感染症・ア
レルギー疾患への取り
組みは？

バイオバンクにおける
感染症・アレルギー疾
患の収集状況は？

試料に付随する医療
情報の特徴は？

治療抵抗性症例や難
治例の試料を保有し
ていますか？

試料収集時の治療に
関する情報（ステージ、
治療の状況、転帰）は
保有していますか？
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※試料はおもに血清、血漿、ゲノムDNAなどを保有しておりますが、詳細はNCBNカタログ
データベースでご確認ください。なお、アレルギーの有無は、共通問診票で申告していただい
ていますが、カタログデータベース上には表示されていません。詳しい情報が必要な場合は
お問い合わせください。


